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▶
定
例
総
会
の
様
子

平
成
23
年
１
月
28
日
、
仲

川
市
長
、
山
本
市
議
会
議
長

を
来
賓
に
招
き
、
奈
良
市
役

所
に
お
い
て
、
平
成
23
年
１

月
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
22
年
の

事
業
報
告
に
続
き
、
左
記
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
提
出
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

 
平
成
㆓叅
年

農
業
委
員
会 

１
月
定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

①
現
況
届
の
用
紙
は
５
月
末
頃
に

　
送
付
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
は
、
現
在
受
給
中
の
方
が
引
続
き

年
金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
、
毎
年
１
回
、
受
給
権
者
か
ら
の
届
出

に
よ
り
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
に
提
出
が
必
要
な
方
へ
は
、

５
月
末
頃
に
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
用
紙
が

直
接
受
給
権
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
期
限
内

に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
11
月
の
支
払
い

か
ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払

い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

②
提
出
期
限
・
提
出
先

提
出
は
６
月
１
日
か
ら
６
月
叅₀
日
迄
。
期

限
内
に
必
ず
連
絡
所
・
出
張
所
・
行
政
セ
ン

タ
ー
・
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
提
出
に
当
た
っ
て

今
年
初
め
て
経
営
移
譲
年
金
現
況
届
を
提

出
さ
れ
る
方
は
、
農
業
経
営
に
関
す
る
諸
名

義
が
、
変
更
さ
れ
て
い
る
か
確
認
の
上
で
提

出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

農
業
者
年
金
基
金
給
付
課

☎
０
３-

３
５
０
２-

３
９
４
５
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
４
２-

３
４-

４
７
７
６
ま
で
。

議
案⑴ 

平
成
23
年
度
奈
良
市

農
業
委
員
会
事
業
計

画（
案
）に
つ
い
て

⑵ 

農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
の
送
付
に
つ
い
て

12
月
４
日(

土)

、
Ｊ
Ａ
な

ら
け
ん
柏
木
支
店
に
お
い
て
、

「
２
０
１
０
み
の
り
の
秋 

ふ
れ

あ
い
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年

度
に
引
続
き
『
農
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
』
を
設
け
、
農
業
に
関

す
る
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
、

５
名
の
農
業
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
を
!!

お知らせ

農
業
相
談
会
を

実
施
し
ま
し
た

in
「
２
０
１
０ 

み
の
り
の
秋

ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
」
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●奈良市賃借料情報について
　地域の実勢にあった賃借料情報を提供いたします。
　平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までに農業経営基盤強化促進法によ
り賃貸借契約された賃借料の水準は、下記のとおりとなっています。
　なお、この賃借料は目安ですので、実際の賃借料を決める際は、当事者間で話し合
いのうえで決めてください。※金額の算定については、10 円単位（四捨五入）で表示し
ています。 

田  10a 当たり （単位：円）

地 域 別 22年 （参考）
平 均 額 最 高 額 最 低 額 21年平均額

中 部 ─ ─ ─ 13,780
西 部 6,000 7,000 5,000 9,510
南 部 8,280 17,200 3,940 10,330
東 部 11,260 19,920 3,720 12,090
月ヶ瀬・都祁 8,080 15,380 3,440 10,500
（ 参 考 ）
奈良市平均 9,140

※賃借料を物納支給している場合は、米 30㎏当たり 6,000 円に換算しています。

茶畑  10a 当たり （単位：円）

地 域 別 22年 （参考）
平 均 額 最 高 額 最 低 額 21 年平均額

田 原 ─ ─ ─ 21,720
柳 生 ─ ─ ─ 28,150
月 ヶ 瀬 22,760 35,060 8,160 21,530
都 祁 ─ ─ ─ 6,760

●『農地パトロール』の実施について
農地法の改正に伴い、農業委員会は

毎年１回、遊休農地の解消を図ること
等を目的として、管内の農地の利用状況
を調査することが義務付けられました。

奈良市農業委員会では昨年に引き続
き、農地の利用状況調査を実施します。農業委員が農
地の周辺で調査を行いますので、実施にあたりまして皆
様のご理解・ご協力をお願いします。
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今
回
は
、
山
町
で
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
前

田
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

前
田
さ
ん
が
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
た
の
は
約
10

年
前
。
そ
れ
ま
で
は
、
父
親
の
宏
さ
ん
と
共
に
、
主

に
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、「
自

分
が
思
い
描
く
も
の
を
作
り
た
い
。」
と
の
思
い
か

ら
、
新
た
に
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

このコーナーでは、地域でがんばっ
ておられる農業者を紹介します。

山
町前

田 

伸
一
さ
ん

自
分
が
納
得
す
る
も
の
を
、　
　

 

生
涯
か
け
て
作
り
た
い

11

「
こ
の
辺
り
は
、
日
照
時
間
や
温
度
等
、
ト
マ
ト
栽

培
に
は
決
し
て
良
い
気
候
条
件
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
栽

培
を
始
め
た
当
初
は
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。

気
温
が
低
い
と
病
気
に
も
な
り
や
す
い
で
す
か
ら
ね
」

と
前
田
さ
ん
。

今
で
は
ト
マ
ト
の
栽
培
が
主
と
な
り
、
約
４
千
５
百

㎡
の
農
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト

の
収
穫
時
期
が
一
番
早
く
、
12
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、

他
の
品
種
の
収
穫
も
含
め
７
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

水
稲
の
栽
培
も
さ
れ
て
い
る
前
田
さ
ん
に
と
っ
て
、

田
植
え
が
始
ま
る
5
月
頃
が
、
一
年
で
最
も
忙
し
く
な

り
ま
す
。

  

思
い
描
く
ま
ま
…

ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
た
頃

は
、
普
通
に
栽
培
指
導
を
受
け
出

荷
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
続
け

て
い
く
う
ち
に
「
面
白
く
な
い
、

や
は
り
自
分
が
作
り
た
い
ト
マ
ト
、

一
般
の
市
場
に
は
な
い
ト
マ
ト
を

自
分
が
思
い
描
く
ま
ま
自
由
に
作

り
た
い
。」
と
い
う
思
い
が
日
増
し
に
強
く
な
り
、
栽
培
技
術

を
学
ぶ
た
め
三
重
県
や
熊
本
県
へ
研
修
に
も
行
き
ま
し
た
。

現
在
は
、お
店
と
の
契
約
に
よ
る
出
荷
を
し
て
お
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
自
分
で
価
格
を
決

め
る
た
め
、
価
格
相
応
の
品
質
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
商
品
の
価
格
を
変
え
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
こ
う
い
っ
た
面
で
は
、
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

何
を
す
る
に
お
い
て
も
面
白
く
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い

る
時
は
、
苦
痛
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、
楽
し
み
を
も
っ
て
や
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、楽
し
い
こ
と
は
続
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
い
描
く
「
味
」
と
「
品
質
」
に
こ
だ
わ
っ

て
追
及
し
て
い
く
と
、
農
業
経
営
の
面
で
は
厳
し
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

よ
り
付
加
価
値
の
あ
る
ト
マ
ト
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▶
前
田
さ
ん
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「
ト
マ
ト
が
も
つ
本
来
の
味
」
を
…

ト
マ
ト
を
好
き
な
人
も
い
れ
ば
嫌
い
な
い
人
も
い
ま

す
が
、
子
供
た
ち
に
は
、「
ト
マ
ト
が
も
つ
本
来
の
味
」

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る
糖
成
分
は
、
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖

で
、
糖（
甘
味
の
基
準
）が
高
く
酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
れ
ば
美
味
し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

実
を
小
さ
く
な
る
よ
う
栽
培
す
れ
ば
、
糖
度
の
高
い
ト

マ
ト
に
な
り
ま
す
。
私
は
最
低
で
も
８
を
超
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
目
指
す
方
向
は
、
や
は
り
「
味
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
き
ま
す
。
妥
協
せ
ず
自
分
が
納
得
す
る
も
の

を
、
生
涯
か
け
て
で
も
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
前
田
さ
ん
が
作
る
ト

マ
ト
は
、「
山
之
辺
の
ト

マ
ト
」
や
「
あ
か
つ
き
ト

マ
ト
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で

近
商
ス
ト
ア
や
ハ
ー
ベ
ス

ト
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
方
向
性
を
見
出
さ
れ
、
常
に

新
し
い
発
想
を
も
っ
て
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
前
田
さ
ん
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ト
マ
ト
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（ 

編
集
担
当
委
員
　
西
本
、
吉
村 
）

  

ア
イ
デ
ア
は
形
に
…

自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
考
え
や
ア
イ
デ
ア
は
、
ど
ん

ど
ん
形
に
し
て
、
商
品
に
も
活
か
せ
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
よ
り
病
気
に
強
く
、
安
定
し
た
生
産

が
で
き
る
よ
う
な
低
段
密
植
栽
培
と
い
っ
た
新
し
い
栽

培
技
術
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
作
業
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
が
で
き
ま

す
し
、
女
性
で
も
参
画
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
豆
知
識

ト
マ
ト
の
鮮
や
か
な
赤
い
色
は
、
リ
コ
ピ
ン

と
い
う
色
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
で
す
。
リ
コ

ピ
ン
は
活
性
酵
素
を
除
去
す
る
抗
酸
化
物
の
一

つ
で
、
癌
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
老
化
を
予
防
す
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、ビ
タ
ミ
ン
Ａ（
カ

ロ
チ
ン
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
、
疲
労
回
復

や
食
欲
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。
食
物
繊
維
の
ペ

ク
チ
ン
は
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、
胃

腸
の
調
子
を
良
く
し
ま
す
。
ヘ
タ
や
ガ
ク
が
ピ

ン
と
立
っ
て
い
る
も
の
が
新
鮮
な
証
拠
で
す
。    
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しっかり積み立て、がっちりサポート安心で豊かな老後

農業者年金に加入しましょう!! 

◆ 農業に従事する方は広く加入できます
６０歳未満の国民年金第１号被保険者であって年間 60 日以上農業に従事している方は誰でも加入
できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

◆ 少子高齢化時代に強い年金です。
自分の年金原資を自分で積み立てる加入者･受給者の数に左右されにくい、確定拠出型の年金です。自
分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額2万円～ 6万7千円）、経営の
状況や老後設計に応じていつでも見直せます。
◆ 80歳までの保証付きの終身保険です。

農業者老齢年金は、原則 65 歳から生涯受け取ることができます。
仮に 80 歳前に亡くなられた場合でも、80 歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金を 
死亡一時金としてご遺族に支給します。

◆ 認定農業者などの担い手の皆様には、保険料の一部国庫補助が受けられます。
農業者の担い手として一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高 1 万円、通算 
すると最大で 216 万円）があります。

●農業者年金のメリット

●加入要件は？

農地を持っていない農業
者や、配偶者、後継者など
の家族従事者も加入できま
す。脱退は自由です。脱退
一時金は支給されませんが、
加入期間にかかわらず、そ
れまでに支払った保険料は
将来、年金として受け取れ
ます。旧制度の加入者で特
例脱退した人も、６０歳未満
であれば加入できます。	

あ
な
た
は
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
！農業者年金に加入できません

あ
な
た
は
、

20
歳
以
上	

60
歳
未
満
で
す
か
？

は
い

いいえ

国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
で
す
か
？

は
い

いいえ

国
民
年
金
の
保
険
料
を

免
除
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

は
い

いいえ

農
業
に
年
間
60
日
以
上

従
事
し
て
い
ま
す
か
？

は
い

いいえ

ス
タ
ー
ト
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◎「自分の農地だから許可申請や届出などしなくても、自由に売ったり、貸し
たり、転用しても良いのではないか」と思っている方はいませんか。

◎	耕作者の農地取得を促進し、その権利を保護するとともに、優良農地を守
り、農地の効率的な利用を図るために「農地法」という法律があります。

◎	農地を売ったり、貸したり、転用したりするには、「農地法」に基づく許可
が必要です。※市街化区域の転用では届出が必要です。

◎	無断転用には厳しい罰則があります。

農地の転用とは、農地を農地でなくす、すなわち農地を住宅､車庫､

倉庫､資材置場､山林等の用地に転換することをいいます。農地を一

時的な資材置場、砂利採取場等として利用する場合も転用になり、

都市計画法による区分で市街化区域では届出、その他の区域では農

業委員会を経て県知事の許可が必要です。農地区分により許可基準

が異なりますので、詳しくは農業委員会へご相談ください。
●受付期間…許可申請は25日から月末に受付。届出は随時受付。
 （月末が土・日・祝日にあたる場合は、前日。なお、11月・12月は
　 別途ホームページに掲載致します。）
※	申請の前に農林課において農用地区域外の農地であるか確認が必
要です。農用地区域内の農地の場合は、事前に農林課で除外手続を
しなければなりません。詳しくは農林課（0742-34-5142）まで。

○農地転用の許可基準について
…優良農地を確保するため、農地の優良性や周辺の土地利用状況等により農地が
区分されています。具体的な転用目的のない投機目的、資産保有目的での農地の取
得は認められません。

○売買･転用･貸借等する場合は、農業委員会事務局(℡.0742-34-4776)までご相談ください。 
申請書は“奈良市のホームページ＞農業委員会＞申請書等のダウンロード	”からも印刷ができます。

自分名義の
農地を転用する

４
条
申
請

他人名義の
農地を買って、
あるいは借りて
転用するとき

5
条
申
請

農用地区域内農地
甲種農地
第1種農地
第2種農地

第3種農地

原則不許可
原則不許可
（※例外許可あり）

第3種農地に立地
困難な場合等に許可
許可し得る

※詳しくは農業委員会事務局へお問い合わせください。

農地の状況 農地の状況 許可の方針
生産性の高い優良農地

小集団の未整備農地
市 街 化 近 郊 農 地
市 街 地 の 農 地

農地の転用は許可が必要です!！
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歴
史
散
策

りぶら～
その三

～庄屋庄七顕彰碑～
しょうやしょうしちけんしょうひ

庄七は興ヶ原村に生まれ、２５歳で大庄屋を受け継ぎ
ました。興ヶ原村の水田はしばしば干ばつの被害を受けた
ことから、１８５１（嘉永４）年に布目川の水を引く工事を
開始し、約１年かけて工事を完了させました。しかし水路の
各所に漏水があり、自らの財産をつぎ込んで補修工事を
継続します。１８５４年（安政元）年の大地震により水路が
壊滅すると庄七への非難が高まり、村から郡山藩へ訴えられ
大和追放、財産没収となり失意の晩年をおくることになるのですが、その旺盛な社会奉仕の精神を称えるため
顕彰碑が建てられました。
（※碑のある場所…奈良交通邑地中村行き「興ヶ原」バス停下車東へ約 0.7km　○資料提供：「なら じんけん まっぷⅡ」）

大和追放、財産没収となり失意の晩年をおくることになるのですが、その旺盛な社会奉仕の精神を称えるため

編
集
後
記

奈
良
の
ブ
ラ
ン
ド
﹁
大
和
野
菜
﹂
に
は
大
き

く
分
け
て
﹁
伝
統
野
菜
﹂
と
﹁
こ
だ
わ
り
野
菜
﹂

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
伝
統
野
菜
の
﹁
紫

と
う
が
ら
し
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
大
和
の
伝
統
野
菜
と
は
？
…
戦
前
か
ら
本
県
で

の
生
産
が
確
認
さ
れ
て
い
る
品
目
で
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
を
受
け
継
い
だ
独
特
の
栽
培
法
等
に
よ
り
、

「
味
、香
り
、形
態
、来
歴
」
な
ど
に
特
徴
を
持
つ
も
の
。

～
紫
と
う
が
ら
し
～

なら農業委員会だよりは再生紙と環境に優しい大豆油インキを使用しています。１部 21 円で作成しています。

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

古
来
よ
り
大
和
は
、「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
地
震
や
風
水
害
等
の
天
災
の
少

な
い
と
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
誠
に
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
の

夏
は
例
年
に
な
く
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
、
記
録

的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
異
常
気
象
は

農
作
物
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
厳
し
い
寒
さ
の
日
が
続
き

ま
し
た
。
山
に
は
動
物
の
食
べ
る
餌
が
少
な
く

な
っ
た
せ
い
か
、
猪
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
増
え
、
人
に
危
害
を
与
え
る
等
の
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
近
く
で
は
、
奈
良
奥
山
の
鶯
塚
古

墳
が
猪
に
掘
り
返
さ
れ
壊
さ
れ
る
被
害
も
あ
り

ま
し
た
。
気
候
や
環
境
の
変
動
等
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
、
よ
り
安
全
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
祈
り
つ
つ
、
農
業
委
員
会
も
前
進
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り
発
行
の
た
め
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
り
一
層
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指

し
、
皆
様
の
ご
意
見･

ご
感
想･

情
報
等
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
農
業
委
員
　
中
島
）

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ

　
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌

﹃
全
国
農
業
新
聞
﹄

◆	

発
行
日	

週
一
回
︵
金
曜
日
︶

◆	

発
行
元	

全
国
農
業
会
議
所

◆	

購
読
料	

月
６
０
０
円

 
[

送
料
、
税
込
み]

○
お
申
込
み
は
、

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　︵
☎
３
４︲

４
７
７
６
︶ま
で

歴
史
散
策

りぶら～
その三

～庄屋庄七顕彰碑～
しょうやしょうしちけんしょうひ

『
大
和
の
伝
統
野
菜
』を

ご
存
知
で
す
か
？

大
和
高
原
で
、
自
家
菜
園
野
菜
の一つ
と
し
て

栽
培
。
花
弁
・
果
色
が
紫
色
で
他
の
と
う
が

ら
し
と
容
易
に
区
別
で
き
る
。

辛
味
が
で
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

紫
色
は
熱
を
加
え

る
と
薄
黄
緑
色
に
変
わ

る
。
赤
く
完
熟
す
る
と

甘
味
も
あ
る
。

奈
良
県
で
は
昔
か
ら

「
佃
煮
」に
用
い
ら
れ
る
。

〈
収
穫
時
期
〉
…
７
月
〜
10
月
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